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都立清澄庭園にある赤帯色

伊豆式根島石の産地の検討

新島村博物館館外研究協力委員磯部一洋

1． はじめに

赤帯色で角礫質ないし塊状の長径l.8m前後の伊豆式根島石数個が、都立清澄庭園の大

泉水（池）の周りに、全国から集められた名石とともに配置されている。庭園案内冊子の

庭石産地分布図では、東京都新島村の式根島が伊豆式根島石の産地とされる。

本稿作成の契機は、式根島出身の一区民から“江東区清澄庭園の庭石は式根島産となっ

ているのは本当か” との質問を新島村文化財保護審議委員会委員の清水操二氏を通して

2015年1月に受け取ったことである。

筆者はその後、庭園を度々訪れて案内冊子などの資料を入手するとともに、芝生内の伊

豆式根島石を柵外から撮影し、現地での比較用資料とした（写真1 ． 3参照)。本岩石の

採集地の可能性を検討するために、 2015年の夏から秋に式根島と静岡県下田市の赤根島、

翌年の春に熱海市の赤根崎においてそれぞれ調査した結果および文献調査の成果について

報告する。なお、新島村博物館主催の地質見学会が2016年5月14日に式根島の大浦海岸で

行われた際に、伊豆式根島石についての話題が披露された。

2．清澄庭園と景石伊豆式根島石

東京都江東区の隅田川東側にある清澄庭園は、内部向け資料の平成19年度景石調査報告

書に基づく案内冊子再版（龍居庭園研究所監修、 2014)の概要によれば、以下のとおりで

ある。本園は岩崎家三代が築いた明治を代表する回遊式林泉庭園で、園内には景石、敷石、

橋、磯渡りの石などを含めて無数の石、多彩なｲi造物が配置されている。大量の石は自社

の汽船を用いて全国の石の産地から集められ、永代橋で伝馬船に積み替えて水路沿いに運

搬されたものである。なお、景ｲiとは自然ｲiの中から形態の良いものを選び、 H本庭|刺を

構成する上で重要な場所に用いた庭石をいう『，

案内冊r･再版の位潰|叉l1司様のlXl 1には、 52箇所(74ｲi)の木（名）札付鼓ｲiの配置状況

とイi材塙がそれぞれ′｣くされている以トーでは、各箇所の鼓イiを通し番号と聯. －のイi材名、
例えばN().45伊リパ根烏イiのように表現する”

伊U式根烏ｲiとされるN().6．48は綴密な赤'附色火lll角礫料、N().23．46は徹密な赤,滞色
塊状火1IIV｝、 N().38は小さな溶食穴の多い赤‘糒色火11 1角礫V}、 N().45のみは蝋色で小さな穴
の多いｲﾉﾄﾘ磯ｲiと併償され、 イノトリ:式根局ｲiのﾉﾉは黙l火色で塊状の火11 1角礫料である これ
らの! '!で、 N().23は令体が均質な溶7｝で洲||が他とはやや異なる
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波に洗われ小さな凹凸が目立つ黒い伊豆磯石は景石中最多の12個を数え、伊豆式根島石

もその半分の多さである（表2参照)。

写真1は道分かれの景石として据えられた最大級（長径2.3m)の伊豆式根島石で、全

体に赤味がかり、形や表面のごつごつした表情に石の特徴がよく表れている。同様の特徴

を持った木札無しの庭石が池の周囲に10以上あり、その一つがNo.48の西隣りに立つ亜角

礫質の火山岩である（写真2)◎

景石の岩種別数としては、安山岩26、結晶片岩18、花崗岩6，チャートと凝灰岩各1で

ある(龍居庭園研究所監修､2014)。今回は伊豆式根島石を離れた位置から観察しただけで、

岩種の詳細は分析用試料を入手していないために不明である。

jj:194 1 イル収式根l;ルイi (蛾イiNo.6) とその雌地を炎わす水札？j21'<1 3の搬影は2015fli6ノj51 1

3伊Uを式根烏イiの文献調沓

3.1 新島村に係わる街料

｜ﾘ1ifi15 ( 1882) イ『に新,ﾙ本村から4家族が移1iそするまで、式根烏は熈人烏であった（前

l l l、 1987) そのため、 Iﾘl治初1りlの|'|然ｲi採熊に関する'氾録や街料は、式根烏には残され

ていない（新島村.、 1996a ・ 1996b) _|上村(1981)によれば”{冊I､ﾉ地ﾉjのイIを間いl ･げる
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)て自由に採掘し，， とあり、新島村に採掘関連資料が兄

&航路から南へ大きく逸れることから、式根島における

には、村に山代を税金がわりに納めて自由に採掘し”

当たらず、その位置も伊豆半島沿岸航路から南へ大i

庭石の採集については検討を要する。

jj:1042 伽い礫淵に似た角礫蘭の火1I1粁とそのｲﾃ後に蛾イiN().48の|､.､|4部が兄える シャープペンシルd)隆さは
| /i(｡、

32滴淵廷陳lの獄ｲi犠料

友lは=|上村( 1981)に掲城された

i淵介したI氾録”で、 |xl lによる験イI

"職前、公|東|課が''1沢幾前臆に依頼して|素I内の庭イIを

(イi材) 5211#ilのうち3211Wilまで確認できる
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戦liiの,淵作によるi,'iifiZl刺庭ｲi ･髄炎炎1 ･ 2の作成に際し、 、化村(1981)による縦,IIきを検111:きへ変

災した本炎だけの蛾ｲiは網掛けで太'r、 賊イi数（合!;|･32）はil&{i棚に迫I氾賊ｲi以外のｲi材で水火のみ

を｜ ･ 、 l'l'j炎にあI)を＊で,jくす（炎2もl'il様） 川奈磯ｲiなどのf'i称はIIIIj炎でｲIf l腿なる

炎1

‐ﾉj， ＝|上村(1981)の巻末「清溝庭|刺銘ｲi ･覧衣lには餓ｲi51個が激えられ(Jt2)、

さらにイルi､ﾉ川イi ( Ixl lのN().2)が､|え成19ｲlil賎(イi調侮洲'filfにI泄縦され、 52個にな-）た

25

石材名 岩質 園内用途 個数

1 摂津御影 黒雲母花崗岩 九重塔・飛石・灯詑 ＊

2
〃
〃
／

■
■
宅
■
甲
も

凡
助御

一
１

－
Ｊ瀬 〃 池縁・景石 ＋

3 讃ll皮御影 〃 燈龍 1

4 伊勢御影 〃 燈龍 ＋

5 京都鞍馬 〃 景石 ＋

6 京都白川石 〃 石橋 ＊

7 生駒石 〃 石 4

8 伊京青石 緑泥角閃片岩 捨ｲi ・滝｢I ＋

9 紀州吉石 〃 楡石・景石・沢トビ 9

10 伊予青ｲf 〃
陸1

万K ･沢トビ 7

l1 秩父青ｲｫ 〃 景石 1

12 川奈磯石 輝石安111岩 〃 3

13 *1I州根府川イi 〃 沢トビ ＊

l4 村l州加給朧 〃 験ｲ「 1

15 伊豆網代 〃 〃 3

16 伊豆赤根石 〃 〃 ＋

17 相州真鶴 〃 〃 1

18 j|:内ｲi 泥板岩 ｲi橘 ＊

19 武州乏波川 (結晶片･岩） 賊ｲi 1

20 京郁保津川 つくばい（茶庭） ＋

21 佐渡赤lﾐｲi 角閃ｲi 賎ｲi 1

22 上佐ｲi 〃 ＋

23 ｷll州吸州l《 池縁謹岸 ＋

４
－
５

２
－
２
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l lイえ庭|刺協会 ( 198()ｲlil()11271 1 !淵 介） によるil'i椴庭|剛|銘ｲi ･ 覚! 炎|北村( 198I )に褐,肢｜ 本炎だけリ) !i!イ，

は綱掛けで人'ｹ?、 賊イI激(fr,il･51 )の迫1祉は雌ｲi棚本衣に|H1する派l .5のうちii: lだけをｲ患史に!iLl,|&

炎2
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区分 銘柄 用途 主なものの所在 佃数

花崗岩系 本御影 灯篭・塔
記念館前春日、松島雪見、凉亭春、， 1．－舸塔（い

ずれも上等)、鶴烏茶灯篭（蛾上等）
＋

〃 摂津御影 水鉢・飛石 記念館付近の棗手水鉢（火をかぶる)、記念館前飛ｲ「 ＊

〃 備中御影 飛石・景石 島からの渡りの石（上等） 1

〃 讃岐御影 灯篭・景石 富士山春日、 l1l灯篭（上等)、館前の大餓ｲi (逸物） 1

〃 大和御影 水鉢
記念館傍橋杭型大手水鉢（大物なるも火をかぶる、

上等）
＋

〃 笠置御影 井筒 記念館束茶室付近の組井筒(I:等） ＋

〃 奈良御影 水鉢・塔
事務所傍手水鉢（火をかぶる)、東側便所奥lll1|!の多

屑塔（鎌倉のもの、極上）
＋

〃 伊勢石 塔 詰所入口九重塔（変珊） ＋

〃 白川石 石橋 切石の石橋（欄干脱落） ＊

〃 ﾉk駒イi 景石 記念館束茶庭付近景ｲi (I:等） 4

安l11粁系 本小松 碑ｲi 清澄|蕊|記碑（江戸城ｲi虹の切ｲi) ＋

〃 新小松 碑ｲi 蔽蕉句碑 ＋

〃 *l1州真鶴 鼓ｲi ・灯石
記念館付近（並)、長瀞の大立ｲi ( I:*)、 111裾の蛾

石（上等）
1

〃 伊咳網代ｲ『 〃 多数あり 3

〃 伊豆磯石 〃 多数あり、事務所近くの太湖ｲi咽（珍･ l,等） 12

〃 ｲ'1州加治犀川 〃 清澄圃碑付近 1

川奈ｲi

根府川イi

保津川イi

f青ｲ｛

紀州II『イi

〃

飛ｲ「

最ｲi

〃

〃

〃
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表lにあって表2および図lに無い景石は伊豆赤根石、反対に表2のみの景石は備中御

影、伊豆磯石および式根石であり、両表に網掛けの太字で示される。

表1にある伊豆赤根石の個数は、表2の51個から備中御影と表1での確認数（32個）を

それぞれ差し引いた18個と推定され、表2にある伊豆磯石と式根石の合計数(18個）に一

致する。そのことから、伊豆赤根石が戦後調査の実施時までに伊豆磯石と式根島石へ名称

を変え、式根石は伊豆と島の文字をさらに加えた伊豆式根島石になったものと思われる。

伊豆赤根石が式根石へ変更された理由は、以下のように考えられる。その一つは、赤根

石と式根石は赤と式を除き根石が共通し、 さらに調査関係者にとっては風光明媚な式根島

海岸が赤根の付く伊豆の二つの海岸に比べて印象深く、その結果取り違えられた。他の一

つは、伊豆赤根石は角礫質火山岩のため、式根島の角礫質溶岩と混同された。なお、表2

の式根石は火成岩ではなく､礫質がより強調されて堆積岩の礫岩へ誤って区分されている。
こんにち

ところで、北村(1981)は伊豆赤根石について“戦前調査による赤根石は今日知られて

いなく、伊豆磯石で赤味を帯びたもの” と表1で注記している。さらに、No.46の伊豆式

根島石（写真3）を“式根石とみられる溶岩”と述べ、礫岩系とする表2の区分を否定し

ている。現在赤根石が知られていないのは、丸く浅い溶食穴の多い黒灰色火山岩が伊豆磯

石、赤帯色角礫質火山岩が伊豆式根島石のようにそれぞれ別名で呼ばれているためかも知

れない。
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4．伊豆式根島石の現地調査

4．1式根島

庭園案内冊子に伊豆式根島石の産地とされた式根島において、 2015年8月と10月に採集

の可能性を検討した。以下に式根島の地質概略を述べる。

黒雲母流紋岩質単成火山（一色、 1987)の式根島は極めて平坦な溶岩ドームからなり、

最高点は西端付近の109mである（図2)。式根島溶岩が新生代第四紀更新世末の1.4万年
みかわわん

前頃に御釜湾西方の本島南西部から噴出し、粘性の大きな溶岩は東へ流下しつつ、現海水

準より数十メートル以上低かった海中へ流入して二次噴火が発生したとされる（伊藤・谷

口、 1996)。島の東半分には、二次噴火による火口状湾入部が発達し、破砕された溶岩と

砕屑性岩脈（スパイラクル構造）が多く分布する。
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式根島内にある2種類の角礫質溶岩として、陸上噴火による著しく発泡した白く軟らか

い塊状・軽石質溶岩と亜角礫や亜円礫の強く固結した軽石質の砕屑性岩脈があり、前者は

全島に広がるドーム最上部や東側沿岸に多く、後者は二次噴火による火口跡の分布域に偏

在する。写真4は大浦海岸西側の式根島溶岩からなる海食崖を撮影したもので、軽石質の

砕屑性岩脈が軽石質溶岩に高角度に入っている。現地調査の結果、軟らかい流紋岩溶岩か

らなる島内では伊豆式根島石に近似した綴密な角礫岩や古く硬い火山岩類を確認すること

ができず、式根島は伊豆式根島石の産地ではない。

が典4式根烏ﾉ<浦海岸i)q側の砕ﾙﾘ'|k叶脈(3m腿の標尺部分) 、搬影は2015年lO113111

史 ましたうら

ところで、式根烏の北東約4kmにある新島間々下浦海岸（図2参照）の海浜礫には、

7j2=2に似たIM胸礫岩を含む基盤｢II来の硬い異質礫が、流理構造の著しい流紋瑞礫（後述

の写真91ijj様） より多く含まれている。それらの異質礫は、新島最新で閥暦886年のli'111 1

噛火時に伏在する蕊鵬料が小料片として噴きkげられて火砕サージ堆積物に取り込まれ、

その後海岸へ藩|､して|リ磨されたものである、 さらに、雄多異質（角）礫のデイサイトに

係わる年代は第1兀l紀前期更新llt水とされ（磯部、 2016)、伊吸式根鳥ｲfは繊密で価いなど

の特徴からIIfい火l ll¥噸と推定される〕

新第f紀から光新lll:までの火l l l¥｝頬が分布するｲﾘ1･ 1､ﾉ: ､|〈烏東岸には、亦根に関連した地名
があI) 、その“つが'､.l l l 'ljの亦根烏、他のつが熱海｢|rの亦根崎であるなお、友lのｲi

材橘の1順番からは、 イノl･ '､ﾉ赤根ｲ1.が熱海' lj網代から真鶴II0.間の亦根の付いた海岸において採
集されたようにも読み取れる
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4．2下田市の赤根島

式根島と’文字違いの赤根島は、伊豆半島先端付近の搬出により適した下田湾にあり、

2015年11月に採集の可能性を検討した。以下に赤根島の地質概略を述べる。

下田港南西部には標高84mの小さく尖った赤根島があり、今では徒歩で渡れる（図3)｡
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lX13 1､､旧市赤根烏周辺の地形図。 1通l土地理院発行の2.5万分の1地形図「FIII」および「神r･ﾉC烏lにﾔj2l‘〔搬

影ﾉj向などを加筆した〃

角 (1958)によれば、 この赤根島は主に海底火lll活動に伴う新館を紀鮮新|廿の''1浜I曹鮮に

属する紫蘇輝イi安lll場質の火lll角礫器および凝灰質砂岩からなる．そして、湾l l部を挟み

束の頬l崎』'4島側から西の赤根島へかけて''1色変質帯が発達する．

赤根烏の海食崖（'写真5）や波食棚（写真6）では、変質した火lll角礫器が今l' 'l多く兄

られたが、伊収式根島ｲiに似た綴密で硬い火山岩(塊状溶岩や岩脈）は確認されなか-,た

したか"ﾉて、亦根島とその周辺の海岸は伊戚式根烏ｲiの産地とは巷えられない
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?j旦興5 ドll l 'if赤根島北東部に露IIIする火1 1 1角礫粁(，搬影は2015年ll)125II"

/j: L'46 波食棚をなす礎WIした火1 1 1iil礫｜汁 ‘ﾉj:典6 ･ 7 ･ 9(ﾉ)スケールはI 111
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4．3熱海市上多賀の赤根崎

2016年3月に赤根崎において、伊豆式根島石採集の可能性を検討した。相模湾へ少し張

り出した赤根崎周辺（図4）の地質概略を以下に述べる。

11

、
】U五

蕊
篝 瞬皿岩

IxI 'l "iiﾘ: 'lj,脈根ll,lil,'1辺ヴ)地形IxI II(I I地III!院発ｲjの2.5ﾉj分のl地形IxI 「熱i〃1に''j:典批膨ﾉﾉli'lなとを･ jjl l '11 〃
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及川．石塚（2011）によれば、赤根崎は第四紀中期更新世（約60-50万年前）の水底で

の魚見ll1奇火山噴出物（かんらん石普通輝石玄武岩などの火砕角礫岩、凝灰角礫岩・火山礫

凝灰岩）からなり、火砕角礫岩には偽枕状溶岩構造や塊状の岩脈も発達する。一方、

227.2mの三角点のある山地とニッ根（岩礁）は、約45万年前の上多賀流紋岩類（火砕岩．

流紋岩溶岩）からなる。

現地確認の結果、赤根崎北側の火砕角礫岩からなる露頭は全体に赤味がかり、表面のご

つごつした表情が伊豆式根島石の特徴にほぼ一致するため、その有力な産地と見なされる

(写真7)｡さらに、採集の対象とされたような自然石（巨礫）も汀線付近に観察できた（写

真8）。ところで、赤根崎南側で長さ1km以上続く海岸は、流理構造の著しい流紋岩の巨

礫からなり （写真9)、新島の礫浜に酷似する。
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‘91

写典8火砕角礫器からなる岩確下に集職する大小の角礫。伊豆磯ｲiに似た礫かは米碓I淵

'j:l'(9 (II(ﾉ: ､卜烏には少ない鮒|几|紀の流紋WからなるI j礫の海ﾊ
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庭石の式根島産は本当かとの地元出身者からの質問は、清澄庭園入園時の式根石に対す

る大きな違和感に起因し、問題の核心を突いたものと言える。資料調査から戦後における

取り違えの経緯が明らかになり、現地検討から伊豆式根島石の産地は式根島や赤根島では

なく、熱海市の赤根崎および魚見崎周辺である可能性がより高まった。景石名も戦前の伊

ことが望まれる。なお､赤根石は直ぐ西にある国道の赤根トンネル(図豆赤根石へ戻される

参照）同様に、 「崎」が省略されて赤根石になったのかも知れない。4

5．おわりに

赤帯色で角礫質ないし塊状の長径l.8m前後の伊豆式根島石は、都立清澄庭園の大泉水
沿いに木札付き景石として6個が配置され、同様の特徴を持った庭石も10以上あり、入園
者によって鑑賞されてきた。これらの石の採集地の可能性を検討するために景石の写真な
どを携行して2015年に式根島と下田市の赤根島、翌年に熱海市の赤根崎で調査した結果と
文献調査の成果は以下のように要約される。

1）文献調査によれば、戦前に伊豆赤根石とされた名石が1980年までに伊豆磯石（産地
不詳） と式根石に名称をそれぞれ変え、後者はさらに伊豆式根島石になった。
2）伊豆式根島石は、式根島の軽石質溶岩および二次噴火に伴う角礫質の砕屑性岩脈と
は岩相が大きく異なり、 さらに新島村に採集関連資料の見当たらないことから、式
根烏はその産地ではない。

3）伊豆地方で赤根の付く二つの海岸に絞って検討した結果、赤根崎周辺が伊豆式根島
石の産地の可能性がより高くなり、産地と景石名の変更が必要と思われる。
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